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Abstract：
This paper focuses on the construction and application of a regional input-output table for Tanabe city in Wakayama 
prefecture. The ﬁrst half of the paper describes the economic structure, the balance of input-output, and the balance 
of import and export of Tanabe city corresponding to the regional input-output table of Tanabe city. The second half 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 2 　田辺市経済の循環の財 ・ サービスの流れ
（区　　分） （金額）（構成比）
第 1次産業（農業・林業・水産業）　　 16,801 4.70%






































































中間需要額 1,494 億 5,600 万円 28.76%
最終需要額 3,701 億 8,000 万円 71.24%
表 3　田辺市の中間需要額 ・最終需要額及びそれらの総需要額に










億 8,000 万円となっており，これは総需要額 5,196 億 3,600 万
円の 71.24％を占めている。この最終需要額の内訳を項目別
に示せば次のとおりである。
　市外へ販売した財・サ ビースを表す移輸出が1,365 億 2,600
万円と最も多く，全体の36.88％を占めている。
　家計や対家計民間非営利支出から成る民間消費支出が




要な部分を占めるサービス業が 1,048 億 800 万円と最も多く，
次いで製造業の892 億 2,600 万円がこれに続き，農林水産業










































移輸出額 1,365 億 2,600 万円 生産額の37.77（％）
移輸入額 1,581 億 7,200 万円 市内需要額の41.29（％）
収支（移輸出－移輸入） －216 億 4,600 万円
表 5 　田辺市の市際取引 （平成 12 年）
産業区分
移輸出額（単位億円） 移輸出率 10（単位％）
県 田辺市 県 田辺市
第 1次産業 964 129 56.9 35.7
第 2 次産業 18,725 433 57.9 47.7
第 3 次産業 3,105 803 9.5 2.5
合　計 22,794 1,365













サ ビース 30,583 19.3
分類不明 84 0.1
合　　計 158,173 100.0













に基いて算定すれば，田辺市全体では－216 億 4,600 万円と
なる。これを各産業部門別に移輸入率・自給率 14と共に示せ
ば次のとおりである15。
　上の表から，平成 12 年の田辺市の市際収支額は，第 1次
産業が 98 億 6,800 万円，第 2次産業が -514 億 2,800 万円，











































第 2 次産業 66.59
第 3 次産業 25.82
表 8 　田辺市産業区分別移輸入率 （平成 12 年）
産業部門 市際収支額（単位百万円）移輸入率（％）自給率（％）
農林水産業 9,868 43.83 56.17
鉱業 -7,488 100.00 0
製造業 -43,946 86.84 13.16
建設 0 0 100.00
電力・ガス・水道 5,670 0.26 99.74
商業 3,493 42.60 57.40
金融・保険 -1,041 10.68 89.32
不動産 -991 4.10 95.90
運輸 -7,263 50.82 49.10
通信・放送 5,585 7.34 92.66
公務 0 0 100.00
サ ビース 14,125 34.90 65.10
分類不明 341 5.73 94.27
合　計 16 -21,646 41.29 58.71
表 9 　田辺市の市際収支額 ・移輸入率及び自給率 （平成 12 年）
平成 10 年
総数 宿泊客 日帰り客
延べ人数 718,968 人 187,909 人 531,059 人
実人数 368,701 人 132,330 人 236,371 人
平成 11 年
総数 宿泊客 日帰り客
延べ人数 1,381,244 人 189,033 人 1,192,211 人
実人数 708,330 人 133,121 人 575,209 人
平成 12 年
総数 宿泊客 日帰り客
延べ人数 864,325 人 175,281 人 689,044 人








帰り客 4,154 円，宿泊客 26,914 円である。これにより，平成
10 年・11 年・12 年の各年の観光消費額合計を計算すれば，
次の表のとおりとなる。
　上の表により，田辺市の観光消費額合計（金額の単位




①　平成 10 年・11 年・12 年の各年の産業別観光消費額
の算定












（4） 平成 11 年において生産誘発額が増大している要因に
ついての考察
　平成 10 年～ 12 年の各年の入込客実数を比較すると，平
成 11 年の入込客数は平成 10 年よりも実人数総数で339,000









　表 14により平成 11 年の生産誘発額と平成 10 年・12 年
の生産誘発額との差額を計算すれば，平成 10 年よりも21 億







　平成 10 年 観光消費額合計 宿泊客観光消費額 日帰り客観光消費額
実人数 368,701 人 132,330 人 236,371 人
一人当たり消費額 26,914 円 4,154 円
諸費額合計 4,542 百万円 3,561 百万円 981 百万円
平成 11 年 観光消費額合計 宿泊客観光消費額 日帰り客観光消費額
実人数 708,330 人 133,121 人 575,209 人
一人当たり消費額 26,914 円 4,154 円
諸費額合計 5,971 百万円 3,582 百万円 2,389 百万円
平成 12 年 観光消費額合計 宿泊客観光消費額 日帰り客観光消費額
実人数 443,243 人 123,437 人 319,806 人
一人当たり消費額 26,914 円 4,154 円
諸費額合計 4,650 百万円 3,322 百万円 1,328 百万円
表 11 　田辺市観光消費額推計表
産業部門 平成 10 年 平成 11 年 平成 12 年
農林水産業 291 382 298
鉱業 0 0 0
製造業 291 382 298
建設 0 0 0
電力・ガス・水道 0 0 0
商業 145 191 148
金融・保険 0 0 0
不動産 0 0 0
運輸 845 1,111 865
通信・放送 0 0 0
公務 0 0 0
サ ビース 2,970 3,905 3,041
分類不明 0 0 0
合　　計 4,542 5,971 4,650
表 12 　産業別観光消費額 （単位百万円）
観光支出項目 産業別配分割合






平成 10 年 平成 11 年 平成 12 年
直接波及効果 4,542 5,971 4,650
第 1 次間接波及効果 1,183 1,555 1,211
第 2 次間接波及効果 1,151 1,513 1,178
合計（生産誘発額） 6,876 9,039 7,039









































































2  　平成 12 年和歌山県企画部計画局統計課が刊行した「平成 12 年
和歌山県産業連関表」ｐ2を参考に筆者作成
3　田辺市の産業別構成比÷県の産業別構成比


























18　和歌山県観光実態調査報告書（平成 15 年 3月）「平成 14 年観
光スポット来訪者調査」









21　和歌山県観光実態調査報告書（平成 15 年和歌山県）「平成 14
年観光スポット来訪者調　査」
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